
























































































健康状態も徐々に悪くなっていった。1875 年 1 月のある土曜日に、トーマスは市













また、彼らが社主だった期間は、ジャンが 1842 年から 1855 年の 13 年間、トー
マスが 1855 年から 1875 年の 20 年間で、合わせて 33 年間である。これは、物語











持参金が入る 4)。さらに 1862 年には市参事会員に選ばれ、この頃までは商売も順
調だった。しかしながら、1864 年に 10 万マルク以上かけて大きな邸宅を新築し
た頃から商売が次第に芳しくなくなり、たびたび損失を被るようになる。1866 年
には、取引関係のあるフランクフルトの商会が倒産したために、6 万マルクを失っ
3)  Vgl. Mann (2002: 279-280).
4)  Vgl. Mann (2002: 320).
89
トーマス・マン『ブッデンブローク家の人々』における変革期の市場競争
た。さらに、1868 年に 4 万マルクを投資したペッペンラーデの穀物の青田買いの
失敗や弟クリスティアンの商売の失敗・病気などによって資産が減り、1871 年に
母エリーザベトが亡くなると、10 万マルクで購入したブッデンブローク家の古い
邸宅を 8 万 7000 マルクで売らざるを得なくなった 5)。その後もヨハン・ブッデン
ブローク商会の商売の不調は続き、1875 年にトーマスが 49 歳で急死したときに
遺された遺産は 65 万マルクを下回る金額だった 6)。
ジャンとトーマスの営業手法はそれぞれ異なったが、二人ともヨハン・ブッデ
ンブローク商会の発展のために最後まで懸命に働いた。しかし、彼らの社主時代
の 33 年間で、ブッデンブローク家の資産はヨハンの最盛期よりも約 3 割減り、
1835 年に買い取った古い邸宅も失った。そして、トーマスの遺言により商会は解
散することになり、さらにその業務整理が不利に進んだ結果、1864 年に 10 万マ




また Ernst Keller は、ヨハンとジャン、トーマスのそれぞれの社主時代に得た
商会の利益を比較している。それによると、ヨハンが社主時代に 20 万マルクの







5)  Vgl. Mann (2002: 50, 656).
6)  Vgl. Mann (2002: 768).
7)  Vgl. Mann (2002: 769).



























9)  Mann (2002: 44). 日本語訳は望月（1969 上 : 57）。






の約 6 キロメートル）、本格的に普及するのは 1850 年代以降で、1850 年から
1870 年までの 20 年間に、鉄道網は 5859 キロメートルから 1 万 8876 キロメート

















11) Mann (2002: 394). 日本語訳は望月（1969 中 : 165）。
12) 成瀬ほか（1996 : 351）を参照。
13) Vgl. Heftrich / Stachorski (2002: 320).

























まずジャンは、1835 年 10 月に催されたブッデンブローク家の邸宅の披露宴に
おいて、集まった商人仲間たちに、ドイツ関税同盟について次のように述べてい
る。



























16) Mann (2002: 44). 日本語訳は望月（1969 上 : 56-57）。
17) Mann (2002: 396-397). 日本語訳は望月（1969 中 : 168）。



















1872 年はドイツ帝国成立の翌年であり、フランスからの賠償金 50 億フランの
流入によって、投資熱やグリュンダーツァイト（Gründerzeit）と呼ばれる会社設






19) 諸田（1974 : 6-7）を参照。
20) 若尾 / 井上（2005 : 112-114）を参照。
21) Vgl. Heftrich / Stachorski (2002: 247).


















19 世紀ドイツは産業革命の進展にともなう工業化によって、1850 年からの 20
年間に社会的総生産は 2 倍に増えた 26)。また、1850 ～ 1875 年において、経済成長





23) 成瀬ほか（1996 : 238-240）を参照。
24) 若尾 / 井上（2005 : 115）を参照。
25) Mann (2002: 396). 日本語訳は望月（1969 中 : 167）。
26) 成瀬ほか（1996 : 350-352）を参照。






























28) Vgl. Mann (2002: 66-69).



























30) Mann (2002: 450). 日本語訳は望月（1969 中 : 236）。
31) Mann (2002: 660-661). 日本語訳は望月（1969 下 : 133-134）。
32) 川戸（1998 : 98-99）を参照。




























34) 斎藤（2013 : 28）。
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